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毎月１日・１５日発行次号は２月１日の発行です

　新年あけましておめでとうございます。市民の皆様におかれましては、
輝かしい新年をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。
　昨年は、コロナ禍からの回復の兆しが見え始めた一方で、物価の高騰
や国際情勢の不安定化など、市民生活に影響を与える様々な出来事が発
生しました。このような状況下においても、市民の皆様とともに、国や
東京都と連携し、皆様の暮らしを守り、より良い未来を築くために尽力
してまいりました。
　さて、今年、昭和から数えて１００年という節目を迎えます。今の東久
留米市は先人たちが築き上げてきた歴史と文化の上にあります。この歴
史と文化を大切にしながら、私たちは今、新たなステージに立ち、未来
を見据えた街づくりを進めています。
　例えば、先人たちが築き上げてきたこの豊かな自然環境は、昭和の激
動の時代、人々の懸命な活動によってつくられ、そして守られてきまし
た。昭和の時代に培ったこの大切な宝は、今を生きる私たちが未来へと
繋いでいかなければなりません。

　一方で、昭和１００年の感覚の
ままではいけないとも考えてお
り、令和の時代にふさわしい「お
手間を取らせない市役所」を目
指しています。市民課窓口の「書
かない窓口化」をスタートさせ、あるいは電子請求システムの導入によ
り地域社会全体のデジタル化を推進し、また、ＬＩＮＥを活用したサー
ビスを開始するなど、行政サービスのデジタル化を積極的に進め、市民
の皆様の利便性向上に努めていきます。
　市長就任から ３年の間でも、私たちのまちには日々変化が訪れ、新し
い風が吹き込んでいます。本年も変化を恐れず、また守るべきものを大
切にしながら、職員一同、未来を見据えたまちづくりに邁進してまいり
ます。市民の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。
　本年が、東久留米市がさらなる発展を遂げ、市民の皆様が笑顔あふれ
る一年となることを心から願い、新年のご挨拶とさせていただきます。

新年のごあいさつ
東久留米市長



　市民税・都民税申告書の提出を下表 １の通り受け付けます。
　なお、各会場は混雑が予想されますので、郵送での提出にご協力ください。
◎市民税・都民税申告書の発送・書き方
発送日 １ 月２２日㈬
e ６ 年度に市民税・都民税の申告書を提出された方
j▼同発送日から市nに申告書を掲載予定です。ご
自宅などで印刷し提出ができます▼
年金収入のみの方および １年間収入
がなかった方向けの申告書の書き方
を動画でご案内しています（市nか
ら視聴できます）
◎市役所での所得税の申告
　また、所得税の確定申告書をご自身で作成していただく「作成コーナー」の開設お
よび「作成相談」も実施します。
i所得税の確定申告書の「作成相談」の市役所 ２ 階２０４会議室での
受け付けは、 ２月２１日㈮、 ３月 ７日㈮を除き、予約フォームで事
前予約が必要です（ １ 月１０日㈮から）。また、簡易な申告（下表 ２
参照）に限ります
j予約フォームでの事前予約ができない場合は、課税課（市役所
２階）で予約手続きを行います（電話での予約不可）

税の申告受付のご案内 l市民税・都民税の申告について＝課税課市民税係☎０４２・４７０・７７７７（内線２３３３～２３３７）
　所得税の確定申告について＝東村山税務署☎０４２・３９４・６８１１

７ 年度市民税・都民税の申告書受付および書類の配布

予約フォーム
（１月１０日㈮から）

市民税・都民税申告書類および所得税の確定申告書類の配置市民税・都民税申告書類および所得税の確定申告書類の配置
期間 １ 月２２日㈬から
b市役所 １階エレベーター裏、ハローワーク前（市役所 ２階）、わくわく健康プラザ、
上の原・ひばりが丘・滝山の各連絡所、東部地域センター
i市関連施設に配置する所得税の確定申告書類については、数に限りがありますので、
国税庁nからの印刷もご利用ください

表１　申告受付日程など
会場 日程 受付時間

南部地域センター２階講習室 １月２９日㈬
午前９時半〜正午
午後２時〜３時半東部地域センター１階講習室 １月３０日㈭

わくわく健康プラザ１階講堂 2月７日㈮・１０日㈪

市役所２階２０４会議室
（課税課特設会場）

２月１７日㈪〜３月１７日㈪
※土曜・日曜日、祝日を除く。
※2月２１日㈮、３月７日㈮を除
き、確定申告書作成相談は「事
前予約制」（当日券の配布もあ
り。ただし、相談枠に限りがあ
ります）

午前９時〜正午
午後１時～３時半
※３月１７日㈪は正午まで
※�申告書の「提出のみ」の受け付
けはいずれの日も午前８時半
～午後５時

※竹丘地域市民センターの申告受付会場は、本年から開設しませんのでご注意ください。
※各会場では、確定申告書の提出等も受け付けます。
※確定申告書の「提出」は、税額計算を含め、内容がすべて作成済の申告書をお預かりするものです。
※受付時間は、混雑状況などにより早く終了することがあります。
※各会場とも車での来場はご遠慮ください。
※上記の受け付けはすべて市の課税課職員が対応します。税務署の職員はおりません。
※確定申告書の手書きの記入方法などについては東村山税務署にご相談ください。

表２　確定申告書作成相談のご利用可否
申告の内容 確定申告書作成相談のご利用可否

所
得
関
係

給与 ○ 源泉徴収票が必要です。

雑
年金（公的年金・個人年金） ○

源泉徴収票等が必要です。
※�支払年金額等のお知らせで「一時所得」に区分
されている個人年金（満期保険金の受け取り
等）の申告はご利用できません。

その他雑（報酬・講演料など） × 東村山税務署にご相談ください。
上記以外の所得（事業・不動産・配当
・一時・退職・分離など） × 東村山税務署にご相談ください。

控
除
関
係

医療費控除 ○ 「医療費控除の明細書」の作成・計算はご自身でお済ませください。

社会保険料控除 ○
国民年金保険料と国民年金基金の掛金は控除証
明書が必要です。国保・介護等納付済金額につ
いてはご自身でご確認ください。

生命保険料控除、地震保険料控除
○
控除証明書が必要です。
※�ワンストップ特例を申請している場合は、必
ず寄附金控除を追加してください。寄附金控除

住宅ローン控除 × 東村山税務署にご相談ください。

そ
の
他

特殊な申告（雑損控除、災害減免、外
国税額控除、住宅耐震改修など） × 東村山税務署にご相談ください。
令和6年分以外の申告・準確定申告

※作成コーナーの利用および提出のみの場合は、すべての申告が受け付け可能です。

　確定申告書（贈与税を除く）は、ご自身のスマートフォンとマ
イナンバーカードを使用して、国税庁nの「確定申告書等作成
コーナー」から作成・提出することができます。
　さらにマイナンバーカードを利用してマイ
ナポータルと連携すると、申告に必要な各種
証明書等のデータを一括取得し、確定申告書
の該当項目へ自動入力ができて大変便利です。
　ご自身のスマートフォンで作成・提出した
確定申告書は、コンビニのプリントサービス
で控えを印刷することも可能です。

国税庁n
確定申告書等
作成コーナー

確定申告書はスマートフォンから作成できます

医療費控除を受けるためには
「医療費控除の明細書」の添付が必要です

　医療費控除を受ける際には「医療費控除の明細書」の添付
が必要です（領収書の提出は不要です）。「医療費控除の明細
書」を作成する際は、「医療費を受けた人」「病院・薬局」ごと
に医療費を合計して記載します。
　なお、「医療費控除の明細書」を含め、医療費控除の申告
は、国税庁nの確定申告書作成コーナーで作成できますの
で、ぜひご利用ください。
　なお、医療費の領収書は自宅で ５年間保存する必要があ
ります（税務署から求められたときは、提示または提出し
なければなりません）。

年金申告不要制度について
　公的年金等の収入金額の合計額が４００万円以下であり、
かつ、その公的年金等の全部が源泉徴収の対象となってい
る場合において、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額
が２０万円以下である場合には、所得税および復興特別所得
税の確定申告は必要ありません。
　ただし、所得税の還付を受けるには確定申告が必要です。
　※�所得税等の申告が必要ない場合でも、住民税の申告が
必要な場合があります。

　所得税および復興特別所得税、個人事業者の消費税および地
方消費税ならびに贈与税の申告書作成会場を開設します。
開設期間 ２ 月１７日㈪～ ３月１７日㈪
　　　　午前 ８時半～午後 ４時（提出は ５時まで）
　※�土曜・日曜日、祝日を除く。ただし、 ３月 ２日㈰に限り、
確定申告相談および申告書提出を受け付けます。

b東村山税務署（東村山市本町 １−２０−２２）
hマイナンバーカード（利用者証明用電子証明書・署名用電子
証明書）、スマートフォンまたはタブレット、源泉徴収票など
の申告書作成に必用な書類
i▼当日は国税の領収、納税証明書の発行および電話相談は行
いません▼ １月 ６日以降、同税務署庁舎外も含め駐車スペース
がありませんので、公共交通機関をご利用ください▼東京税理
士会東村山支部による「無料申告相談」について、本年も東村山
市内では開催しません。実施場所につきましては国税庁nをご
確認ください
k混雑回避のため、申告書作成会場への入場は「入場整理券」の
事前発行を受けた方を優先とします。当日券も配布しますが、
配布状況によっては受け付けを早めに締め切る場合があります。
　「入場整理券」は、LINEアプリで事前に入手することが可能
です。LINEアプリでの事前発行では、国税庁LINE公式アカウ
ントを「友だち追加」していただくことで、日時指定の「入場整
理券」を入手する手続きが行えます。詳細は国税庁nをご確認
ください

東村山税務署からの
お知らせ

所得税などの
　　　　申告受付

申告書の書き方動画市n

7．1．10 2

凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール



２ 月 の 無 料 相 談２ 月 の 無 料 相 談
相談内容 相談日 時間 相談員 場所 問い合わせ先

耐震相談 １４日㈮ 午後 ２時～
４時

東久留米建築
設計協会会員

市役所 １階
屋内ひろば

施設建設課
☎０４２・４７０・７７５６

教育相談
※�電話相談
も可

火曜〜
土曜日

午前１０時〜
午後 ５時
（滝山のみ水
曜日は ６時ま
で）

教育相談員

中央相談室
（成美教育文
化会館内教育
センター）

中央相談室
☎０４２・４７３・３６６７

月曜〜
金曜日

滝山相談室
（西部地域セ
ンター内）

滝山相談室
☎０４２・４７５・８９０９

母子・父子
相談 開庁日 午前 ８時半〜

午後 ５時
母子・父子
自立支援員

市役所 ２階
児童青少年課

児童青少年課
☎０４２・４７０・７７３６

知的障害者
相談 １２日㈬ 午前１０時～

正午
知的障害者相
談員

市役所 １階
相談室

前月末までに障害
福祉課
☎０４２・４７０・７７４７
o０４２・４７５・８１８１

心身障害者
（児）相談 平日

午前 ９時〜
午後 ５時

さいわい福祉
センター
支援員

さいわい福祉
センター

さいわい福祉セン
ター
☎０４２・４７７・２７１１

職業相談 開庁日 ハローワーク
三鷹職員

市役所 ２階
ワークコーナー

直接会場で
住宅増改築
相談 １３日㈭ 午前１０時〜

正午、午後 １
時〜 ４時

市住宅増改築
等斡旋事業登
録団体協議会

市役所 １階
屋内ひろば

消費者相談 平日 消費生活相談
員

市役所 ２階
生活文化課

市消費者センター
☎０４２・４７３・４５０５

行政相談 ２ 月は実施しません（次回 ３月１２日㈬実施予定） 生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

生活困窮者
自立相談 開庁日 午前 ９時〜

午後 ４時 相談支援員 市役所 １階
福祉総務課

福祉総務課
☎０４２・４７０・７７４１

相談内容（定員） 相談日 時間 相談員 予約開始日時 場所 問い合わせ先

法律相談（各日 ８人）

５ 日㈬

午前１０時から 弁護士
１月３０日㈭

市役所 ２階
相談室

各予約開始日の午
前 ８時半から電話
で生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

１２日㈬
１９日㈬

２月１３日㈭
２６日㈬

不動産・相続・会社
の登記等相談（ ５人）

５ 日㈬
午後 １時から 司法書士

１月２８日㈫
表示登記・土地の境
界等登記相談（ ４人） 午前１０時から 土地家屋

調査士
相続・遺言・成年後
見等手続き相談
（ ５人）

１２日㈬
午後 １時から

行政書士 ２月 ６日㈭

税務相談（ ５人）
１９日㈬

税理士 ２月１０日㈪
人権・身の上相談
（ ４人）

午後 １時半か
ら

人権擁護委
員 ２月１３日㈭

不動産取引相談
（ ５人） ６ 日㈭

午後 １時から
宅地建物
取引士 １月３０日㈭

交通事故相談（ ５人）

２６日㈬

弁護士

２月２０日㈭年金・労災・雇用・
保険・人事管理等相
談（ ４人）

午前１０時から 社会保険
労務士

女性の悩みごと相談
（各日 ４人）

３ 日㈪

午前１０時半〜
午後 ４時半

女性カウン
セラー

１月２２日㈬
各予約開始日の午
前 ９時から電話で
男女平等推進セン
ター
☎０４２・４７2・0061

１０日㈪
１７日㈪

２月 ５日㈬
２７日㈭

女性弁護士による法
律相談（ ４人） ７ 日㈮ 午前 ９時半〜

午後 ０時半 女性弁護士 １月２４日㈮

経営相談 平日 午前１０時半〜
午後 ４時半

市商工会
経営指導員

前日まで予
約可 市商工会館 市商工会

☎０４２・４７１・７５７７

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金
（追加分）の支給について

午前１０時～正午　受け付け午前１０時～正午　受け付け
（受付開始直後は混雑が予想されます）（受付開始直後は混雑が予想されます）

１１月月１１１１日（土）日（土）

　市では、電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、「電力・ガス・食
料品等価格高騰重点支援給付金（追加分）」を支給します。
　現在、支給に向けた準備をしています。支給要件や支給までのスケジュールなどに
ついては市nで随時更新するほか、広報 ２月 １日号でお知らせする予定ですので、今
しばらくお待ちください。
e令和 ６年度住民税非課税世帯
支給金額 １ 世帯あたり ３万円
　※�令和 ６年度住民税非課税世帯のうち、子育て世帯は対象児童 １人あ
たり ２万円を加算。

l市重点支援給付金コールセンター☎０４２・４７０・７８６３（土曜・日曜日、
祝日を除く午前 ８時半〜午後 ５時１５分） 市n

農林業センサスにご協力ください
調査の目的国が統計法に基づき ５年ごとに実施する重要
な統計調査で、農林産物の生産状況や、就業者の人数や
年齢構成などの実態を明らかにするためのもの
調査の対象一定規模以上の農林業を営む全ての方
調査の方法 １ 月中～下旬に調査員が農家の方を訪問し、
聞き取り調査により、一定規模以上であるかを確認させ
ていただきます。該当する場合、調査票を配布しますの
で、 ２月 ２日までに回答をお願いします
j▼調査員は調査員証を携帯しています▼
調査票の回答内容は統計法によって厳重に
保護され、統計作成の目的以外に使用され
ることはありません
l総務課統計調査担当☎０４２・４７０・７８１０ 農林水産省n

　「開運！東久留米七福神めぐり」は、市内 ５つのお寺（多聞寺、米津寺、
大圓寺、宝泉寺、浄牧院）に祀られている七福神を巡り、 １ 年の幸福や
安全を祈願するお正月のウォーキングイベントです。
　落合川や黒目川の澄んだ清流沿いを中心に、豊かな自然が残るコース
を楽しみながら、七福神に １ 年の祈願をしませんか（歩行距離約 ７ ㎞、
所要時間約 ２時間）。
受付会場西口中央公園（本町 １−１２）　終点浄牧院（大門町 １− ３− ４）
参加費無料

jお寺ごとに、祀られている七福神の御尊像 １ 体（大圓寺は ３ 体）を各
５００円でお求めいただけます。また、浄牧院では午後 ３
時まで記念手ぬぐいを販売します。最新情報など詳細は
市コミュニティサイト「くるくるチャンネルn」をご覧く
ださい
l東久留米七福神めぐり実行委員会事務局（市民プラザ）
☎０４２・４７０・７８１３

くるくる
チャンネルn

東久留米七福神めぐり東久留米七福神めぐり
第第２１２１回回 開運！ 開運！

東久留米が誇る清流「落合川」と「黒目川」を楽しみながら東久留米が誇る清流「落合川」と「黒目川」を楽しみながら
５つのお寺をめぐる新春ウォーキングイベント！５つのお寺をめぐる新春ウォーキングイベント！

7．1．10 3



市

民

生

活

１月３１日㈮納期限１月３１日㈮納期限
納期内納付にご協力くださいl納税課☎︎042・470・7729

市民税・都民税・森林環境税（普通徴収） 第４期

国民健康保険税 第7期

後期高齢者医療保険料 第7期

介護保険料 第7期

国
民
健
康
保
険 

医
療
費
通
知
の
お
知
ら

せ
を
発
送
し
ま
す

　
健
康
管
理
や
医
療
に
関
す
る

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

２
月
上
旬
に
６
年
１２
月
末
時
点

で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の

方
へ
医
療
費
通
知
の
お
知
ら
せ

を
発
送
し
ま
す
。

c
診
療
年
月
、
医
療
機
関
な
ど

の
名
称
、
診
療
実
日
数
、
医
療

費
の
総
額（
１０
割
分
）、
被
保
険

者
負
担
額
な
ど

　
※
医
療
費
の
金
額
に
は
、
自

由
診
療
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
、

保
険
適
用
外
の
額
は
含
み
ま
せ

ん
。

対
象
期
間
５
年
１１
月
～
６
年
１０

月
診
療
分

l
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
３

後
期
高
齢
者
医
療 

医
療
費
等
通
知
書
を 

送
付
し
ま
す

　
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
健
康
管
理
や
医
療
に

対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
１
月
下
旬
に
対
象
者

の
方
へ
医
療
費
等
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
通
知

に
よ
る
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

c
診
療
年
月
、
医
療
機
関
な
ど

の
名
称
、
診
療
日
数
、
医
療
費

総
額（
１０
割
分
）、
自
己
負
担
相

当
額
な
ど

　
※
医
療
費
の
総
額
に
は
、
自

由
診
療
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
、

保
険
適
用
外
の
金
額
は
含
み
ま

せ
ん
。

対
象
期
間
５
年
９
月
～
６
年
８

月
診
療
分

e
６
年
１１
月
２９
日
現
在
、
都
後

期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
資

格
が
あ
り
、
対
象
期
間
に
保
険

診
療
で
医
療
機
関
な
ど
へ
の
受

診
履
歴
が
あ
る
方

　
※
６
年
１１
月
３０
日
～
１２
月
１３

日
の
間
に
、
死
亡
に
よ
り
資
格

を
喪
失
さ
れ
た
方
は
除
外
し
て

い
ま
す
。

j
確
定
申
告（
医
療
費
控
除
）の

際
に
添
付
す
る
こ
と
で「
医
療

費
控
除
の
明
細
書
」の
記
載
を

省
略
で
き
ま
す
。
な
お
、
６
年

９
月
～
１２
月
分
は
、
翌
年
度
の

送
付
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
持

ち
の
領
収
書
に
基
づ
い
て「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」の
作
成

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
保
険
証
利
用
登
録
を
さ
れ

た
方
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
ご

自
身
の
医
療
費
情
報
の
閲
覧
が

可
能
で
す
。
例
年
、
原
則
２
月

９
日
に
申
告
年
分
の
１
月
～
１２

月
の
情
報
を
一
括
で
取
得
可
能

で
す（
は
り
・
き
ゅ
う
、
あ
ん

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
施
術
費

用
等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）。
詳

細
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

l
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
８
４
６

介
護
保
険
料
の
納
期
内

納
付
に
ご
協
力
を

　
６５
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険

料
は
、
お
よ
そ
９
割
の
方
が
年

金
か
ら
の
天
引
き
で
す
が
、
残

り
の
１
割
の
方
は
納
付
書
払
い

ま
た
は
口
座
振
替（
銀
行
や
郵

便
局
の
口
座
か
ら
の
引
き
落
と

し
）に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
納
付
書
で
納
め
る
方
に
つ
い

て
は
、
納
期
内
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
納
め
忘
れ

な
ど
が
な
い
よ
う
、
口
座
振
替

の
利
用
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◎
保
険
給
付
の
制
限

　
介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、

督
促
状
の
送
付
、
延
滞
金
の
加

算
、
滞
納
処
分（
財
産
の
差
押

え
な
ど
）の
他
、
滞
納
期
間
に

応
じ
、
介
護
保
険
を
利
用
す
る

際
に
保
険
給
付
の
制
限
を
受
け

ま
す
。
特
に
２
年
以
上
滞
納
す

る
と
、
利
用
者
負
担
の
割
合
が

３
割
ま
た
は
４
割
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

な
ど
の
支
給
も
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
か
ら
、
本
人
だ
け
で

な
く
、
介
護
す
る
家
族
の
負
担

も
増
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
納
期
限
か
ら
２
年

以
内
の
滞
納
の
あ
る
方
に
対
し

て
、
１
月
中
旬
頃
に
お
知
ら
せ

を
発
送
予
定
で
す
。
介
護
保
険

料
は
、
納
期
限
か
ら
２
年
を
経

過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
納
付

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
保
険
給

付
の
制
限
を
受
け
な
い
よ
う
、

早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
納
付
相
談
に
つ
い
て

　
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、

滞
納
し
て
い
る
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
に
は
、
分
割
納

付
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
滞
納
が
積
み
重
な
る
前
に
、

早
急
に
納
税
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

l
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
＝
介

護
福
祉
課
保
険
係
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
８
１
８
、
納
付
相
談
に

つ
い
て
＝
納
税
課
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
７
３
０

介
護
認
定
に
基
づ
い
て

受
け
ら
れ
る
税
控
除

　
所
得
税
や
市
民
税
・
都
民
税

の
申
告
の
際
に
、
介
護
認
定
を

お
持
ち
の
方
は
税
控
除
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
要
件
に
該
当
す
る
方

は
介
護
福
祉
課（
市
役
所
１
階
）

で
証
明
書
類
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

◎
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

（
障
害
者
控
除
を
受
け
る
た
め

の
書
類
）

要
件
控
除
の
対
象
と
な
る
年
の

１２
月
３１
日
時
点
で
次
の
①
・
②

の
両
方
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
６５
歳

以
上
の
方
②
介
護
認
定
を
受
け

て
い
て
、
認
定
審
査
会
資
料
で

認
知
症
高
齢
者
自
立
度
が
Ⅱ
ａ

以
上
、
ま
た
は
障
害
高
齢
者
自

立
度
が
Ｊ
１
以
上
の
方（
申
請

後
、
同
課
で
確
認
）

◎
主
治
医
意
見
書
確
認
書（
お

む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
た
め
の
書
類
）

要
件
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
、

主
治
医
意
見
書
で
障
害
高
齢
者

自
立
度
が
Ｂ
１
以
上
か
つ
、
尿

カ
テ
ー
テ
ル
使
用
ま
た
は
尿
失

禁
の
発
生
も
し
く
は
発
生
可
能

性
が
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る

方（
申
請
後
、
同
課
で
確
認
）

　
※
該
当
し
な
い
方
は
、
医
師

が
発
行
す
る「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」が
必
要
で
す
。
ま
た
、

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
１
年
目
の
場
合
は
、

６
カ
月
以
上
有
効
な
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

◎
共
通
事
項

申
請
に
必
要
な
も
の
▼
対
象
者

本
人
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

（
ま
た
は
写
し
）▼
申
請
者
の
本

人
確
認
書
類

k
l
同
課
介
護
サ
ー
ビ
ス
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
７
７（
内

線
２
５
５
３
～
２
５
５
７
）

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
６
年
１２
月
１５
日
号「
６

年
度
上
半
期（
４
月
～
９
月
）の

市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
」の
記
事
に
掲
載
し
ま
し

た
市
有
財
産
の
状
況
の
土
地

（
公
園
や
施
設
の
敷
地
な
ど
）の

６
年
９
月
末
の
地
積
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は「
５９
万
５
５
２
１

・
１６
㎡
」で
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

l
財
政
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７

７
０
６

こ
ど
も

と
教
育

７
年
度
新
入
学
児
童
・

生
徒
の
入
学
説
明
会

　
４
月
に
小
・
中
学
校
へ
入
学

す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
を
対

象
に
、
入
学
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
日
時
・
会
場
な
ど
は
入

学
通
知
書
同

封
の
入
学
案

内
ま
た
は
市

n
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
必

ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

h
上
履
き
、
筆
記
用
具

l
入
学
す
る
各
小
・
中
学
校

２０
歳
に
な
っ
た
ら 

国

民

年

金

　
日
本
に
住
む
２０
歳
以
上
６０

歳
未
満
の
方
は
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生

活
保
障
だ
け
で
な
く
、
万
が

一
病
気
や
怪
我
で
障
害
が
残

っ
た
と
き
や
、
一
家
の
働
き

手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、

あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
を
守

る
仕
組
み
で
す
。

　
た
だ
し
、
必
要
な
手
続
き
を

行
わ
ず
、
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
に
す
る
と
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
２０
歳
の
誕
生
日
か
ら
、
お
お

む
ね
２
週
間
以
内
に「
国
民
年

金
加
入
の
お
知
ら
せ
」が
届
き

ま
す（
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

い
る
方
は
除
き
ま
す
。
ま
た
、

第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る

場
合
は
配
偶
者
の
勤
務
先
を
経

由
し
て
の
届
け
出
が
必
要
で

す
）。
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

は
、
保
険
料
納
付
の
確
認
や
将

来
年
金
を
受
け
取
る
際
な
ど

に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

方
は
、「
学
生
納
付
特
例
制

度
」や「
免
除
・
納
付
猶
予
制

度
」な
ど
保
険
料
の
支
払
い

を
猶
予
・
免
除
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
書
類

を
ご
確
認
・
ご
用
意
の
上
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト（
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
）か
ら
の
申
請
も
可
能

で
す
。

l
武
蔵
野
年
金
事
務
所
☎
０

４
２
２
・
５
６
・
１
４
１
１

国
民
年
金

だ
よ
り

市n

　「就学支援シート」は、お子さんが楽しく学校生活を送ることができるよう、家庭・
幼稚園・保育園などでの「お子さんの様子や気に掛けていること」「配慮してほしいこ
と」などを入学する小学校へ伝える書類です。

配布場所市内および近隣市の各幼稚園・保育園、わか
くさ学園、中央相談室、滝山相談室、指導室（市役所
６階）
c就学支援シートには、保護者や幼稚園などが次の事
項を記入します
　▼健康や日常生活面について
　▼人との関わりについて
　▼興味や関心のあることについて
　▼保護者から学校への要望など
e ７ 年 ４ 月に小学校に入学するお子さんの保護者で就
学支援シートの活用を希望する方

提出方法保護者が必要事項を記入の上、各園などの担
任に提出してください。各園などで就学前機関の欄を
記入し、保護者に返却します。その後、保護者は保護
者欄に記入の上、原則各園などに提出してください（入
学する学校へ直接提出も可）
　※�「就学支援シート」は他の目的に使用することはあ
りません。

提出期間▼各園などに提出＝ ２ 月 ６ 日㈭まで
　　　　▼入学する学校に提出＝ ２ 月 ７ 日㈮～１４日㈮
l指導室特別支援教育係☎０４２・４７０・８０３２

就学支援シート

「就学支援シート」を
ご活用ください
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

市民生活 こどもと教育



児
童
扶
養
手
当
を 

振
り
込
み
ま
す

　
６
年
１１
月
～
１２
月
分
の
児
童

扶
養
手
当
を
７
年
１
月
１４
日
㈫

に
指
定
預
金
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。
利
用
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
入
金
が
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

i「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」の

提
出
が
な
い
方
ま
た
は
不
備
書

類
が
あ
る
方
は
、
１
月
に
手
当

が
振
り
込
ま
れ
ま
せ
ん
。
１
月

以
降
に
当
該
現
況
届
、
不
備
書

類
を
提
出
し
た
場
合
は
、
提
出

の
翌
月
振
り
込
み
と
な
る
た
め
、

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

l
児
童
青
少
年
課
助
成
支
援
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
６

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー
事
業
説
明
会

　
フ
ァ
ミ
リ

−

・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
お
子
さ
ん
を
預

け
た
い
人
、
協
力
し
た
い
人
か

ら
な
る
有
償
の
相
互
援
助
活
動

で
す
。
利
用
し
た
い
人
、
協
力

し
た
い
人
と
も
に
、
ま
ず
は
事

業
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

a
①
１
月
２５
日
㈯
②
２
月
１９
日

㈬
、
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
～
１１

時b
①
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
２

階
社
協
会
議
室
②
市
役
所
１
階

市
民
プ
ラ
ザ
会
議
室

f
各
先
着
１０
人（
事
前
予
約
制
）

h
事
前
送
付
資
料
、
入
会
希
望

者（
保
護
者
）の
顔
写
真
、
本
人

確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

j
登
録
後
、
次
の
こ
と
が
必
要

で
す
▼
会
員
同
士
の
顔
合
わ
せ

▼
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
場
合
、
講

習
会（
７
年

６
月
実
施
予

定
）の
受
講

k
①
は
１
月

２０
日
㈪
、
②

は
２
月
１２
日
㈬
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
直
接
同
セ
ン
タ
ー
で

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
５

・
３
２
９
４

高
齢
者

・
福
祉

視
覚
障
害
者
向
け
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
会

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て

い
な
い
方
や
、
操
作
に
不
慣
れ

な
視
覚
障
害
の
あ
る
方
が
、
た

の
し
み
な
が
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
活
用
を
体
験
で
き
る
教
室

形
式
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

a
全
６
回
。
２
月
７
日
・
１４
日

・
２１
日
・
２８
日
、
３
月
７
日
・

１４
日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日
午
前

９
時
半
～
午
後
０
時
半

b
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

c
基
本
操
作
や
視
覚
障
害
者
向

け
ア
プ
リ
の
紹
介

e
市
内
在
住
で
原
則
全
回
参
加

で
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お

持
ち
で
な
い
ま
た
は
使
い
慣
れ

て
い
な
い
視
覚
障
害
の
あ
る
方

お
よ
び
そ
の
介
助
者（
障
害
者

手
帳
の
有
無
不
問
）

f
４
人（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
結
果
は
応
募
者
全
員

に
通
知
）

d
都
の
委
託
に
よ
る
専
門
講
師

h
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
お
持
ち
の
方
の
み
）

j
主
催
は
都

k
１
月
２８
日
㈫
午
後
４
時
ま
で

に
、
都
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
向

上
支
援
事
業
事
務
局
宛
て
電
話

☎
０３
・
６
３
８
６
・
５
４
７
０

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

ま
た
は
o（
０３
・
５
２
４
９
・

３
５
５
８
）で
。
o
の
場
合
は

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
m

ア
ド
レ
ス
・
貸
出
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
希
望
の
有
無
・
所
有
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
る
場
合
は

機
種
を
記
入
の
上
、
送
信
を

l
同
事
務
局

認
知
症
介
護
者
家
族
会

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
ご

家
族
の
方
、
一
人
で
介
護
の
悩

み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
日

々
の
こ
と
や
心
配
ご
と
な
ど
を

気
軽
に
話
し
、
ほ
っ
と
で
き
る

場
所
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

２
月
は
東
部
・
西
部
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
で
す（
中

部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

３
月
に
開
催
し
ま
す
）。

◎
東
部
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

対
象
地
域
上
の
原
・
神
宝
町
・

金
山
町
・
氷
川
台
・
大
門
町
・

東
本
町
・
新
川
町
・
浅
間
町
・

小
山

a
b
２
月
１８
日
㈫
午
後
１
時
１５

分
～
２
時
半
、
東
部
地
域
セ
ン

タ
ー
会
議
室
２

k
l
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
２
８
・
７
７
８

８
ま
た
は
☎
０４２
・
４
７
３
・
９

９
９
６

◎
西
部
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

対
象
地
域
前
沢
四
・
五
丁
目
、

滝
山
・
下
里
・
柳
窪
・
野
火
止

・
八
幡
町
・
弥
生

a
b
２
月
１４
日
㈮
午
後
１
時
１５

分
～
２
時
半
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
第
２
講
習
室

k
l
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
７
２
・
０
６
６

１
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー 

利
用
者
募
集

通
所
訓
練
市
内
在
住
の
１８
歳
以

上
の
知
的
ま
た
は
身
体
の
障
害

を
お
持
ち
の
方
で
、
一
般
就
労

が
困
難
な
障
害
者
に
対
す
る
創

作
的
活
動
ま
た
は
生
産
活
動
の

機
会
の
提
供
お
よ
び
社
会
適
応

訓
練

就
労
移
行
支
援
原
則
１８
歳
以
上

の
知
的
障
害
の
あ
る
方
で
、
企

業
な
ど
で
の
就
労
を
希
望
し
、

採
用
が
見
込
ま
れ
る
方
の
訓
練

お
よ
び
支
援（
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
訓
練
等
給
付
の
支
給
決

定
を
受
け
た
方
）

　
※
就
労
移
行
支
援
に
つ
い
て

は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基

づ
く
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
ま
ず
同
セ
ン
タ
ー
へ

相
談
く
だ
さ
い
。

f
若
干
名

k
l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７

７
・
２
７
１
１（
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

自
立
支
援
医
療 

（
精
神
通
院
）

　
精
神
疾
患
お
よ
び
て
ん
か
ん

に
よ
る
、
通
院
の
た
め
の
医
療

費
助
成
の
制
度
で
す
。

　
通
常
、
医
療
保
険
で
は
医
療

費
の
３
割
が
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
が
、
自
立
支
援
医
療
制
度

を
併
用
し
た
場
合
は
原
則
１
割

に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

本
人
・
世
帯
の
所
得
や
疾
患
な

ど
に
応
じ
て
、
月
額
自
己
負
担

上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
定
所
得
以
上
の
方
は
、
非
該

当
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
更
新
手
続

　
有
効
期
間
が
終
了
す
る
と
、

自
己
負
担
額
の
軽
減
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
継
続
す
る

場
合
は
、
必
ず
更
新
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
間

の
３
カ
月
前
か
ら
障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
）で
受
け
付
け
ま

す
。

◎
診
断
書
は
２
年
に
１
度
提
出

　
更
新
手
続
き
に
お
け
る
診
断

書
の
提
出
は
、
病
状
お
よ
び
治

療
方
針
の
変
更
が
な
い
場
合
、

２
年
に
１
度
で
す
。
前
回
申
請

の
際
に
診
断
書
を
提
出
し
て
い

る
場
合
は
、
今
回
の
提
出
は
不

要
で
す
。
な
お
、
更
新
手
続
き

は
毎
年
必
要
で
す
。

　
有
効
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の

再
開
申
請
や
前
回
診
断
書
な
し

で
手
続
き
を
し
た
方
は
、
診
断

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
方
は
、
前
回
更

新
時
に
提
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、

診
断
書
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◎
所
得
区
分
の
変
更

　
保
険
証
の
世
帯
が
変
更
に
な

っ
た
、
ま
た
は
前
年
度
と
課
税

状
況
が
変
わ
っ
た
な
ど
の
場
合
、

有
効
期
間
の
途
中
で
も
所
得
区

分
変
更
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

新
し
い
所
得
区
分
の
適
用
は
申

請
日
の
翌
月
初
日
か
ら
で
す
。

◎
通
知
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
都
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
ま
た
は
自
立
支
援
医
療

受
給
者
証（
精
神
通
院
）を
お
持

ち
の
方
に
対

し
、
更
新
手

続
き
開
始
１

週
間
前
に
Ｓ

М
Ｓ（
シ
ョ

ー
ト
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
サ

ー
ビ
ス
）ま

た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
に
よ
り
通
知
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。
通
知
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
二
次
元
コ
ー

ド
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

l
同
課
福
祉
支
援
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
４
７

◎
課
長
級（
カ
ッ
コ
内
は

前
職
）

　
市
民
部
課
税
課
長
兼
土

地
資
産
税
係
長
事
務
取
扱

（
市
民
部
課
税
課
長
）速
水

晃
嗣

l
職
員
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
１
６

こどもと教育

同センターn

ＬＩＮＥ ＳМＳ

l児童青少年課助成支援係☎０４２・４７０・７７３６

　 ７ 年 ４ 月に新しい環境へステップアップするこどもたちの学びを、本に親しんでもらう機会を増やすことで応援するため、
図書カードを配付します。事前の申請は不要です。

令和 6年 4月 １日～ 7年 3月31日の間に以下の年齢に達する方。
・満 6歳（新小学 1年生）＝平成30年 4 月 2 日～31年 4 月 1 日に生まれた方
・満12歳（新中学 1年生）＝平成24年 4 月 2 日～25年 4 月 1 日に生まれた方

・満15歳（新高校 1年生など）＝平成21年 4 月 2 日～22年 4 月 1 日に生まれた方
・満18歳（新大学 1年生など）＝平成18年 4 月 2 日～19年 4 月 1 日に生まれた方

◆対象者

　 7年 １月上旬に対象児童の属する世帯の世帯主あてに、事業内容や対象者、受け取り方法などにつ
いての事前案内を送付します。その後、 1月下旬から順次、配付対象の児童あてに簡易書留で図書カ
ードを送付します。配付対象となる児童ごとに図書カードを送付するため、きょうだいがいる場合は、
同じ世帯であっても図書カードの配達の時期が別々になることがあります。

◆図書カードの配付方法

　お住まいの地域によって異なり、配達日の指定はできませんのでご了承ください。
やむを得ない事情により図書カードの送付先を変更したい場合や、図書カードの受け
取りを辞退したい場合には、届け出が必要となります。届け出の様式は、市nおよび
児童青少年課窓口（市役所 ２階）で取得できます。

◆配達日

市n

こども新生活応援事業こども新生活応援事業
～新入学・新生活を迎えるこどもたちに図書カードを配付します！～～新入学・新生活を迎えるこどもたちに図書カードを配付します！～
こども新生活応援事業こども新生活応援事業

※イメージです。実際のカードのデザインとは異なります。

市
人
事
異
動

１
月
１
日
付
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住
環
境

１
月
１３
日
月・祝
の 

ご
み
収
集

　
１
月
１３
日
は
祝
日
で
す
が
、

平
日
と
同
様
に
収
集
し
ま
す
。

　
ご
み
と
資
源
物
は
、
決
め
ら

れ
た
収
集
日
の
当
日
、
午
前
８

時
半
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
廃
家
電
類
を
除
く
全
品
目

が
戸
別
収
集
で
す
。

　
ご
み
収
集

日
や
分
別
な

ど
の
ご
み
出

し
ル
ー
ル
は

市
n
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

l
ご
み
対
策
課
☎
０４２
・
４
７
３

・
２
１
１
７（
粗
大
ご
み
の
申

し
込
み
は
☎
０４２
・
４
７
３
・
２

１
１
８
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
）

集
団
回
収
実
施
報
告
書

の
提
出

　
市
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
に

登
録
し
た
団
体
が
、
対
象
の
資

源
物（
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー

ル
・
古
布
・
ア
ル
ミ
缶
な
ど
）

を
市
の
登
録
業
者
に
引
き
渡
し

た
場
合
に
、
そ
の
回
収
量
に
応

じ
て
報
奨
金
を
交
付
し
、
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
報
奨
金

の
交
付
に
は
、
集
団
回
収
実
施

報
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

今
回
提
出
を
受
け
付
け
る
の
は

６
年
７
月
～
１２
月
実
施
分
で
す
。

対
象
団
体
市
に
団
体
登
録
し
て

い
る
自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
マ
ン

シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
・
社
会
福

祉
法
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど

報
奨
金
交
付
額
回
収
実
績
量
に

応
じ
て
１
㌕
あ
た
り
９
円

必
要
書
類
①
市
集
団
回
収
実
施

報
告
書（
市
役
所
提
出
用
）②
前

回（
６
年
９
月
）の
報
奨
金
交
付

時
か
ら
団
体
登
録
の
内
容
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は「
団
体
登

録
変
更
届
」、
報
奨
金
の
支
払

い
口
座
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は「
支
払
金
口
座
振
替

変
更
届
」

提
出
方
法
１
月
３１
日
㈮
ま
で
に

（
消
印
有
効
）、
必
要
書
類
を
ご

み
対
策
課（
八
幡
町
２

−

１０

−

１０
）宛
て
郵
送
ま
た
は
直
接
同

課
へ

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
３
・
２
１

１
７東

京
消
防
庁
災
害
時
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
１
月
１５
日
～
２１
日
は
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
で
す
。
東

京
消
防
庁
で
は
、
震
災
発
生
時

に
消
防
署
の
支
援
活
動
を
行
う

災
害
時
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
活
躍
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
内
容
▼
平
常
時
＝
地
域
の

防
火
防
災
訓
練
や
防
火
防
災
教

育
等
に
参
加
し
、
市
民
の
方
へ

の
防
災
指
導
を
実
施
▼
震
災
発

生
時
＝
消
防
署
の
支
援
活
動

登
録
要
件
次
の
①
～
③
の
要
件

を
満
た
す
方
①
東
京
消
防
庁
管

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
、
通
学

さ
れ
て
い
る
方
②
震
災
発
生
時

に
消
防
署
の
支
援
を
行
う
意
思

の
あ
る
１５
歳
以
上（
中
学
生
を

除
く
）の
方

③
応
急
救
護
、

震
災
時
の
復

旧
活
動
の
支

援
に
関
す
る

知
識
を
有
す
る
方

k
l
電
話
で
東
久
留
米
消
防
署

防
災
安
全
係
☎
０４２
・
４
７
１
・

０
１
１
９
へ

明
日
を
つ
く
る
、
新
た

な
一
歩
に
！「TO

KYO
-

ecosteps

」

　
参
加
型
の
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム「TO

K
Y
O

−ec�
osteps

」を
紹
介
し
ま
す
。

　
「TO

KYO

−ecosteps

」

と
は
、
公
益
財
団
法
人
東
京
都

環
境
公
社
が
運
営
す
る
プ
ッ
シ

ュ
型
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
登
録

い
た
だ
く
と
、
都
内
で
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、
環
境
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
が
配
信
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
登
録
や

環
境
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
に
よ

り
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
応
募

す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

詳
細
は
、
同

公
社
n
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

l
同
公
社
総
務
部
経
営
企
画
課

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
室
☎
０３
・
３
６

４
４
・
２
１
６
６

お
知
ら
せ

デ
マ
ン
ド
型
交
通 

「
く
る
ぶ
ー
」 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
東
久
留
米
市
デ
マ
ン
ド
型
交

通「
く
る
ぶ
ー
」は
、
利
用
登
録

し
た
方
の
予
約
時
間
に
合
わ
せ

て
、
自
宅
と
乗
降
場
間（
鉄
道

施
設
お
よ
び
公
共
・
公
益
施
設

な
ど
３２
箇
所
）、
ま
た
は
乗
降

場
同
士
を
運
行
す
る
乗
合
型
の

地
域
公
共
交
通
で
す
。

　
乗
合
運
行
の
た
め
、
同
じ
時

間
帯
に
予
約
し
た
方
が
他
に
い

た
場
合
は
複
数
の
方
が
同
乗
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
す
る
場
所
か

ら
乗
降
場
ま
で
車
両
が
送
迎
を

行
い
ま
す
。
身
近
な
交
通
手
段

と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
は
、

６
年
７
月
に
策
定
し
た「
東
久

留
米
市
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
本

格
運
行
に
向
け
た
運
営
方
針
」

の
と
お
り
、
年
齢
要
件
の
緩
和

な
ど
の
施
策
を
実
施
し
た
上
で
、

７
年
度
か
ら
本
格
運
行
し
ま
す
。

新
年
度
か
ら
の
利
用
申
請
な
ど

に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決
ま
り

次
第
、
広
報
紙
や
市
n
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

e
市
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
▼
７０
歳
以
上
の

方
▼
妊
婦
の
方
▼
０
歳
～
３
歳

児
　
※
利
用
登
録
者
の
介
助
者
・

保
護
者
・
同
一
世
帯
の
方
も
同

乗
で
き
ま
す（
同
乗
者
は
登
録

者
と
同
じ
乗
降
場
で
の
み
乗
り

降
り
で
き
ま
す
）。

g
▼
登
録
料
＝
無
料
▼
利
用
料

金
＝
１
人
１
回
５
０
０
円（
同

乗
者
を
含
め
た
２
人
以
上
で
の

利
用
は
１
人
１
回
３
０
０
円
。

小
学
生
以
下
は
無
料
）

運
行
日
平
日（
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
は
運
休
）

運
行
時
間
午
前
９
時（
利
用
者

出
発
）～
午
後
５
時（
利
用
者
到

着
）

乗
降
場
鉄
道
施
設
お
よ
び
公
共

・
公
益
施
設
な
ど
３２
カ
所

k
利
用
登
録
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
①
道
路
計
画
課
窓
口（
市
役

所
５
階
）②

郵
送（
〒
２０３

−

８
５
５
５
、

市
役
所
道
路

計
画
課
宛

て
）③
o（
０４２

・４
７
０
・

７
８
０
９
）

④
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト（
市
n
ま
た
は
専
用
フ

ォ
ー
ム
か
ら
）

l
同
課
道
路
交
通
計
画
係
☎
０４２

・
４
７
０
・
７
７
６
８

市役所前を走る「くるぶー」

社
会
保
険
労
務
士
に
よ

る
無
料
相
談
会

a
１
月
２９
日
㈬
午
後
１
時
半
～

４
時

b
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

c
年
金
、
社
会
保
険（
健
康
保

険
、
雇
用
保
険
、
介
護
保
険
）、

労
働
問
題（
賃
金
未
払
い
、
解

雇
な
ど
）の
相
談

g
無
料

k
直
接
会
場
で

l
生
活
文
化
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
３
８

市n

東京消防庁n

市n専用フォーム

飼い主のいない猫（野良猫）飼い主のいない猫（野良猫）
　　　　　　　対策セミナー　　　　　　　対策セミナー

　野良猫はネズミなどを駆除してくれる半面、繁殖力が非常に
高く、避妊手術をしていないメスが １匹いると、 １年後には約
２０匹に増えてしまいます。野良猫に起因するトラブル（糞尿被
害、エサの放置等）の解決のために、地域で取り組む野良猫対
策について考えます。野良猫の被害でお困りの方、野良猫のお
世話をしている方、ぜひご参加ください。なお、手話通訳が必
要な際は、申し込み時にご連絡ください。
a ２ 月１５日㈯午後 ２時～ ４時半
b市民プラザホール（市役所 １階）
f先着５０人　※予約の無い方でも、当日の枠に空きがあればご
参加いただけます。
d▼工藤久美子氏（NPOねこだすけ代表）▼田矢麻弓氏（チーム
SLP代表）
g無料
k １ 月１０日㈮～ ２月１４日㈮に（閉庁日時を除く）、
環境政策課生活環境係宛て電話または申し込み
フォームで
l同係☎０４２・４７０・７７５３ 申し込みフォーム

同公社n

災害時の災害時の 断水に備えましょう l都水道局立川給水管理事務所
　庶務課☎０４２・５４８・５４６１

◎ご家庭での備え
　災害時にはくみ置きした水道水が役に立ちます。日頃から水
道水のくみ置きを習慣にしましょう。
　くみ置きのポイント
①�清潔でふたのできる容器に、できるだけ空気に触れないよう、
口元まで一杯に水道水を入れてください。
②�人間に必要な水の量は １人 １日 ３リットルです。この量を目
安に、最低 ３日分のくみ置きをしてください。
③�塩素の消毒効果は、直射日光を避けて常温で保存すれば ３日
程度、冷蔵庫で保存すれば１０日程度持続します。日付をメモ
しておくと便利です。

アプリのダウンロードはこちらから☞

◎災害時に水を配る場所
　災害等により断水した際に、「災害時給水ステーシ
ョン」で水を配布します。市内には ２カ所（▼南沢給
水所〈南沢 ３ − ９ −２１〉▼滝山給水所〈滝山 ６ − １ −
１〉）の災害時給水ステーションがあります。
　※�水をとりに行く際は、清潔な容器（給水袋、ポ
リタンクなど）を持参してください。

　都水道局アプリでは、お近くの災害時給
水ステーションを簡単に確認することがで
きます。ぜひご利用ください。

都水道局アプリ
（Android）

都水道局アプリ
（iPhone）

このマークがこのマークが
目印です目印です
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

お知らせ 住環境



職
員
募
集

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

　
募
集
の
詳
細
は
市
n
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
※
任
用
期
間
が
４
月
１
日
か

ら
の
募
集
は
、
７
年
度
予
算
の

成
立
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

市n

⑴
児
童
厚
生
指
導
員（
会
計
年

度
任
用
職
員
・
専
門
職
・
育
休

代
替
職
員
）

任
用
期
間
①
２
月
１
日
～
３
月

３１
日
②
４
月
１
日
～
８
年
３
月

３１
日

　
※
①
は
育
休
代
替
職
員
。
①

②
い
ず
れ
も
終
了
後
再
度
任
用

の
場
合
あ
り
。

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

１
２
４
時
間
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
７
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

報
酬
月
額
２１
万
７
９
７
０
円

（
別
途
、
市
の
規
定
に
よ
り
交

通
費
相
当
額
と
期
末
勤
勉
手
当

を
支
給
）

応
募
資
格
の
有
無
有

⑵
児
童
厚
生
員（
会
計
年
度
任

用
職
員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

任
用
期
間
４
月
１
日
～
８
年
３

月
３１
日（
終
了
後
再
度
任
用
の

場
合
あ
り
）

勤
務
時
間
月
曜
〜
土
曜
日
、
月

７５
時
間
程
度
、
午
前
８
時
１５
分

〜
午
後
６
時
の
間
で
４
〜
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

報
酬
時
給
１
１
７
４
円（
別
途
、

市
の
規
定
に
よ
り
交
通
費
相
当

額
と
期
末
勤
勉
手
当
を
支
給
）

応
募
資
格
の
有
無
無

◎
⑴
⑵
共
通
事
項

勤
務
場
所
市
内
学
童
保
育
所

募
集
人
数
若
干
名

募
集
説
明
会
１
月
１４
日
㈫
９
時

か
ら（
４０
分
程
度
）・
市
役
所
５

階
５
０
１
会
議
室

申
込
期
間
１
月
１５
日
㈬
ま
で

l
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少
年

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
５

⑶
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
相
談

支
援
員（
会
計
年
度
任
用
職
員

・
専
門
職
）

任
用
期
間
４
月
１
日
～
８
年
３

月
３１
日（
終
了
後
再
度
任
用
の

場
合
あ
り
）

勤
務
時
間
月
１６
日
、
午
前
８
時

半
～
午
後
５
時
１５
分
の
シ
フ
ト

勤
務（
土
曜
日
勤
務
あ
り
）

勤
務
場
所（
わ
く
わ
く
健
康
プ

ラ
ザ
内
）こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー募
集
人
数
１
人

報
酬
月
額
２６
万
５
９
０
円（
別

途
、
市
の
規
定
に
よ
り
交
通
費

相
当
額
と
期
末
勤
勉
手
当
を
支

給
）

応
募
資
格
の
有
無
有

申
込
期
間
１
月
３１
日
㈮
ま
で

l
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
こ
ど

も
支
援
係
☎
０４２
・
４
７
１
・
０

９
１
０

⑷
わ
か
く
さ
学
園
心
身
障
害
児

指
導
員（
会
計
年
度
任
用
職
員

・
専
門
職
）

任
用
期
間
４
月
１
日
～
８
年
３

月
３１
日（
終
了
後
再
度
任
用
の

場
合
あ
り
）

勤
務
時
間
平
日
午
前
８
時
半
～

午
後
５
時

勤
務
場
所
市
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
わ
か
く
さ
学
園

募
集
人
数
１
人

報
酬
時
給
１
５
７
０
円（
別
途
、

市
の
規
定
に
よ
り
交
通
費
相
当

額
と
期
末
勤
勉
手
当
を
支
給
）

応
募
資
格
の
有
無
有

l
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
わ

か
く
さ
学
園
☎
０４２
・
４
６
７
・

３
２
７
５

官
公
署

　
な
ど

柳
泉
園
組
合 

水
銀
濃
度
測
定
結
果

　
廃
棄
物
焼
却
施
設
の
排
ガ
ス

中
に
お
け
る
水
銀
濃
度
の
規
制

値
は
、
改
正
大
気
汚
染
防
止
法

で
０
・
０５
㍉
㌘
／
ノ
ル
マ
ル
リ

ュ
ー
ベ
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

６
年
８
月
～
１０
月
の
測
定
結
果

（
各
月
の
１
時
間
平
均
値
の
最

高
値
）は
、
１
～
３
号
炉
い
ず

れ
も
０
・
００
㍉
㌘
／
ノ
ル
マ
ル

リ
ュ
ー
ベ
で
し
た
。

l
柳
泉
園
組
合
技
術
課
☎
０４２
・

４
７
０
・
１
５
４
７

蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る

方
へ

　
蜜
蜂
の
飼
育
を
す
る
場
合
は
、

飼
育
の
届
け
出
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ご
家
庭
で
の
趣
味

の
養
蜂
で
も
届
け
出
が
必
要
で

す
の
で
、

毎
年
１
月

末
ま
で
、

ま
た
は
飼

育
開
始
日

が
決
ま
っ
た
時
点
で
飼
育
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

都
n
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

l
都
農
業
振
興
事
務
所
振
興
課

畜
産
担
当
☎
０４２
・
５
４
８
・
４

８
６
８前

田
病
院
市
民
・
院
内

フ
ォ
ー
ラ
ム

a
１
月
２５
日
㈯
午
後
２
時
か
ら

b
前
田
病
院
１
階
待
合
室（
中

央
町
５

−

１３

−

３４
）

c「
高
齢
者
運
転
の
現
状
と
免

許
更
新
～
あ
な
た
の
運
転
は
大

丈
夫
で
す
か
？
」

d
前
田
達
浩
氏（
同
病
院
副
院

長
）

g
無
料

i
会
場
の
収
容
人
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す

k
事
前
に
同
病
院
医
療
連
携
室

へ
電
話（
☎
０４２
・
４
７
３
・
２

１
３
３
）で
申
し
込
み
を

l
同
室

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　
市
内
在
住
で
原
則
６０
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

を
募
集
中
で
す
。
ま
ず
は
入
会

説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

a
１
月
１５
日
㈬
午
後
１
時
～
４

時
の
間
で
１
時
間
程
度

b
同
セ
ン
タ
ー（
下
里
４

−
１

−

４４
）

e
市
内
在
住
の
原
則
６０
歳
以
上

で
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

h
年
度
会
費
１
２
０
０
円
、
筆

記
用
具
、
本
人
確
認
書
類

k
l
１
月
１３
日

ま
で
に
電

話
で
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７

５
・
０
７
３
８
へ

会 員 募 集
◆カラオケ（ひまわりクラブ）＝a月
２回。水曜日午前１０時～正午b東部
地域センターg入会金１,０００円、会
費月２,０００円jプロの作曲家先生が
歌の基礎から親切丁寧に指導。初心
者歓迎見学可l荒川☎０４２・４７７・
４３１８
◆東久留米ペン習字会＝a毎月月曜
日と水曜日の各 ２回。午前１０時～正
午他b生涯学習センターg入会金
５００円、会費月３,０００円他j午後の場
合もあり。つけペンとボールペン。
初級から上級までl板坂☎０４２・４７０
・１８６７
◆東久留米市スポーツウエルネス吹
矢協会＝a毎週金曜日午前 ９時～１１
時１０分bスポーツセンターg入会金
１,０００円、会費 １回２００円j ６ ～１０m
先の的に向かい矢を吹込みます。年
齢性別は問いません。楽しみましょ
うl土屋☎０９０・３３１４・０９０２
◆東久留米市中途失聴者・難聴者協
会＝a月 ２回。土曜日午前１０時～正

午b生涯学習センター他g会費年
２,４００円（家族割引あり）j会員を募
集しています。詳しい内容はインス
タグラムに載せてますl荒井o０４２
・４７３・６６１１（氏名、連絡先を記入し
てください）
◆東久留米市山岳連盟・トレッキン
グクラブ＝a毎月第 １水曜日午後 ６
時半～ ８時bコミュニテイホール東
本町g入会金５００円、会費年 ２ 回
３,０００円他j近郊の低山からアルプ
ス級の山々へ月 ３～ ４回計画、参加
は自由ですl中山☎０９０・４６７５・
７１４８

催 し
◆相続・空き家・遺言の相談会（NPO
法人ブループレートプロジェクト）
＝a １ 月１７日㈮～ ２月１６日㈰、いず
れも午前 ９時～午後 ６時b生涯学習
センター他g無料j完全事前予約制。
初回５０分、まずはご相談くださいl
工藤☎０９０・９１０６・７６４７

市民 伝言板

都n

　無料で税理士に相談の上、確定申告書を作
成・提出できます。対象の方は、年金受給者、
給与所得者および小規模納税者です。小規模
納税者とは、事業・不動産・雑所得の所得金
額が３００万円以下の方です。
※�申告書等の提出のみの方は、税務署に直接
お持ちいただくか郵送でご提出ください。
※�土地、建物、株式などの譲渡所得がある方
は、税務署にご相談ください。
a ２ 月 ４ 日㈫～ ７日㈮
　いずれも午前 ９時半～午後 ３時半
b東久留米市役所 ７階７０１会議室（車での来場
はご遠慮ください）

h①マイナンバーカード②マイナンバーカー
ド発行時のパスワード＝利用者証明用電子証
明書（数字 ４ 桁）、署名用電子証明書（英数字
６ 文字以上１６文字以下）③スマートフォンま
たはタブレット④e−Taxの利用者識別番号
（半角数字１６桁）をお持ちの方は、利用者識別
番号と暗証番号の分かる書類⑤源泉徴収票な
どの申告書作成に必要な書類
k １ 月１０日㈮午前 ９時から相
談実施日の ３日前までに、申
し込みフォームから事前申し
込みを 申し込み

フォーム

l東村山税務署個人課税部門
☎０４２・３９４・６８１１（自動音声で ２番選択）

東京税理士会東村山支部
　　　による無料申告相談

市役所では事前申し込みや問い合わせなどへの対応はしていません

開催日時 １ 月１３日
▼午前１０時半から…久留米・西・南中学校の通学区域の方
▼午後 １時半から…東・大門・下里・中央中学校の通学区域の方
　※各回いずれも開始２０分前から受け付けです。
開催場所生涯学習センター
内容式典（手話通訳あり）・アトラクション・フォトスポット
　※同センター ２階にお抹茶席を用意しています。ぜひお立ち寄りください。
対象者平成１６年 ４ 月 ２ 日～１７年 ４ 月 １ 日に生まれた方
注意事項▼対象の方には案内状を送付しています（届いていない方は式当日
に受付に申し出てください）▼お子さんや保護者の同伴はできません（障害の
ある方などの付き添いや介助を除く）▼会場の駐車場は利用できませんので、
公共交通機関で来場を
　※�障害のある方には駐車場を用意しますので、事前に電話で市文化協会へ
お問い合わせください。

問い合わせ市文化協会☎０４２・４７７・４７００または
　　　　　生涯学習課生涯学習係☎０４２・４７０・７７８４

市n

二十歳（はたち）のつどい二十歳（はたち）のつどい

ロ
ビ
ー
の
様
子

抹
茶
席
の
様
子
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冬季オープン 
バスケットボール大会

a ２ 月 ９ 日㈰・１５日㈯・２２日㈯いず
れも午前 ９ 時〜午後 ６ 時５０分bスポ
ーツセンター第 １ 体育室e市内在住
・在勤・在学の１８歳以上の方（高校
生不可）かつ ５ 人以上で編成された
チームg １ チーム５,０００円（令和 ６ 年
度分新規登録費別途
３,０００円）j▼主催は市
バスケットボール連盟
▼詳細は同連盟nをご
覧くださいl同連盟m

（higashikurume.b.a@gmail.com）

第１５６回スキー教室

　市スキー連盟では、中・上級者を
対象に「第１５６回スキー教室」を行い
ます。志賀高原でスキーを楽しみま
せんか？
a ２ 月２１日㈮午後 ８ 時市役所集合

（ ８ 時１５分出発）～２４日 午後 ７ 時
頃帰着b▼行き先＝志賀高原一の瀬
スキー場▼宿泊＝ホテル山楽☎０２６９
・３４・２２１７cスキー教室（バッチテ
スト予定）e中・上級者f先着２５人
dSAJ指導員g参加費一般５１,０００円

（会員４９,０００円）k ２ 月 ３ 日㈪までに
市スキー連盟事務局・榎本へl同連
盟・榎本☎０４２・４７４・９１９７または☎
０９０・６０２８・５１１０

第 ５ 回東久留米市バドミントン 
団体戦

a ３ 月 ９ 日㈰午前 ９ 時からbスポー
ツセンターc▼種目＝ ３ ダブルスに
よる団体戦▼カテゴリー＝男女 １ ～
３ 部f各部 ４ チームまで（当日メン
バー変更は ２ 人まで。追加はなし）
　※申込状況により ３ 部のチーム数
を各 ６ チームまでとする場合あり。
g １ チーム１０,０００円（振り込み）i▼
１ チーム ５ 人以上、 ８ 人まで登録可
▼２１点 ３ ゲームマッチのラリーポイ
ント制セッティングなしk ２ 月１０日
㈪～２２日㈯に表題に「第 ５ 回東久留
米市団体戦参加申し込み」と明記し、
本文にチーム名・申し込み責任者氏
名・住所・電話番号・mアドレス・
出場種目・出場部・選手名（ ５ 人以
上・フリガナ）・生年月日（西暦）・
当日の年齢を記載の上、市バトミン
トン連盟宛てmで送信を。申し込み
完了の返信メールが無い場合はお問
い合わせくださいl同連盟m（higa 
shikurume_bad@yahoo.co.jp）

く ら し

男女平等推進センター 
働くアナタに知ってほしい 
介護と仕事の両立のための心構え

　介護を必要とする人が急増する
「２０２５年問題」が迫る中、ダブルケア
や介護離職が、男性にとっても身近
な問題になってきています。離職や
キャリア中断という重大な決断の前
に、専門家から介護の制度やサービ
ス、心構えを学び、両立に向けて準
備を進めましょう。
a ２ 月 １ 日㈯午前１０時～午後 ０ 時半
b市役所 ７ 階７０４会議室c▼ １ 部＝

講師による講演▼ ２部＝市職員から
介護サービスの利用方法説明（地域
包括支援センター職員への相談コー
ナーもあります）e現在介護をして
いる方、介護を行う予定がある方、
関心のある方f先着２５人d川内潤氏

（NPO法人となりのかいご代表理事、
『わたしたちの親不孝介護～「親孝行
の呪い」から自由になる』著者）g無
料j ２ 歳児から未就学児の保育あり

（定員 ５ 人・先着順）。 １ 月１５日㈬午
後 ５ 時までに要申し込みk １ 月１０日
㈮午前 ９ 時から申し込
みフォーム、または電
話でl同センター☎
０４２・４７２・００６１（ 平 日
午前 ９ 時～午後 ５ 時）

民事調停の利用相談会 
話し合いDE解決！

　「調停」とは、裁判所の調停委員が
間に入って話し合いにより紛争解決
を図る簡単で便利な方法です。土地
建物、近隣関係、借地借家、金銭問
題、交通事故などの「民事上のもめ
ごと」について、裁判所の調停委員

（弁護士も含む）が調停制度の手続き、
利用方法に関して相談に応じます。
a ２ 月 ６ 日㈭午後 １ 時半～ ４ 時半

（ ４ 時受け付け終了）b市民プラザ会
議室（市役所 １ 階）g無料k当日会場
でl武蔵野民事調停協会事務局（奥
・ 片山・ 佐藤法律事務所）☎０３・
６５５０・８１２５（平日午前１０時～午後 ５
時）

市民協働講座「外国人と日本語で
おしゃべりしませんか！」

　外国のお茶で楽しいひとときを過
ごしましょう！気軽に参加してくだ
さい。
a ２ 月 ８ 日㈯午後 ２ 時～ ３ 時半b市
民プラザホール（市役所 １ 階）f先着
２０人d外国人親睦団体「カモん会」g
無料k １ 月１５日㈬午前 ９ 時から電話
で生活文化課へl同課☎０４２・４７０・
７７３８

「くるくるチャンネル」運営委員募集

　東久留米の情報サイト「くるくる
チャンネル」は市内情報満載のnで
す。同サイトの運営委員を募集しま
す。
応募要件市民活動団体・同サイト登
録団体・利用者で同サイトの運営・
企画に関わりたい方募集人数１１人以
内任期 ４ 月 １ 日から ２ 年間（更新あ
り）活動内容サイトの活性化企画、
実施。市内情報発信にかかる記事掲
載などk ２ 月２８日㈮までに件名に

「運営委員応募」と明記し、住所・氏
名・年齢・連絡先・応募理由を記入
の上、市コミュニティサイト運営委
員会事務局宛てmで送
信 をl同 事 務 局m

（kuru-chan@jcom.
zaq.ne. jp）または生
活文化課市民協働係☎
０４２・４７０・７７３８

イベント・講座

同連盟n

申し込み
フォーム

同チャンネルn

　地球の双子星と呼ばれる金星の大気中で起こ
る数々のユニークな現象は、分厚い雲のせいで
謎に包まれたままでした。本講演では「電波掩

えん

蔽
ぺい

観測」により分かってきたその秘密をご紹介
します。
a ２ 月２３日 午後 ２ 時～ ３ 時半b多摩六都科
学館e中学生以上f６０人d安藤紘基氏（京都産
業大学理学部宇宙物理・気象学科准教授）g▼
参加費１００円▼別途入館料（展示室券５２０円（中学
生・高校生相当２１０円）が必要i内容は高校生以
上を想定。参加者以外の同伴不可j共催は公益
財団法人宇宙科学振興会k同館nまたは、はがきで。はがきの場合は ２
月１０日㈪までに（必着）、イベント名・希望日時・氏名（フリガナ）・年齢
・郵便番号・住所・電話番号を記載の上、〒１８８−００１４、西東京市芝久
保町 ５ −１０−６４、多摩六都科学館宛て郵送を。応募者多数の場合は抽選。
当選者のみに参加券を送付しますl同館☎０４２・４６９・６１００

ロクトサイエンスレクチャー2024ロクトサイエンスレクチャー2024
宇宙の最新研究に触れよう宇宙の最新研究に触れよう
「電波とコンピュータで探る金星大気の世界」「電波とコンピュータで探る金星大気の世界」

安藤紘基氏

　全国各地から多数のラン
ナーが参加する、「はるな梅
マラソン」が ３ 月 ９ 日㈰に
開催されます。
　烏川のせせらぎを聞きな
がら、高低差約１６２ｍと坂
好きにはたまらない、一番
人気のハーフマラソンコー
スや、真っ白に染まった榛
名梅林の中を駆け抜ける１１
キロコース、中高生などが
多く参加する ５ キロ・ ３ キロコース、小学生の部と保護者と一緒に走る
ファミリーペアの部があります。東久留米市からは毎年大勢のランナー
に参加していただき、大変好評いただいているマラソン大会です。
　東日本一の梅の産地「榛名地域」で、梅香るコースをお楽しみください。
エントリーは １ 月１７日㈮までに、R

ランネット

UNNETnからお申し
込みください（先着順で定員になり次第締め切り）。
lTAKASAKI CITYはるな梅マラソン実行委員会事務局☎
０２７・３７４・６７１５（土曜、日曜日、祝日を除く午前 ８ 時半～
午後 ５ 時１５分）
� （高崎市榛名支所地域振興課）

第３３回はるな梅マラソン

前回の様子

本市と群馬県高崎市榛名地域
は地域間交流を行っています榛 名 だ よ り

RUNNETn

行政情報アプリ「マチイロ」でも
「広報ひがしくるめ」を

ご覧になれます
　スマートフォンなどで同アプリを
取得して「お住まいの地域」で「東京
都東久留米市」を登録の上、ご利用
ください。
i通信料は利用者の負担になります
l秘書広報課広報係☎０４２・４７０・
７７０８

マチイロ
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・氏名・電話番号を記入のうえ、〒
２０３−００５１、小山 ２ー ５ー２１、小川
美智子宛て郵送をl同会担当委員長
・小川☎０９０・８８１４・０４９７

まろにえサークルフェスタ　出展
団体募集

　団体同士の交流に、活動報告に、
普段の活動の成果を発表しませんか
？「やりたいこと探し」「生きがい探
し」「仲間づくり」をしたい個人の方
と、生涯学習センターで日々活動し
ているサークルとのリアルマッチン
グの場です。
a ３ 月２０日 午前１０時～午後 ３時
予定b生涯学習センターc舞台発表、
ブース出展、チラシ・ポスター設置
e①生涯学習センターで １年以上の
活動を行っている団体②営利・政治
・宗教活動に関係しない活動内容③
応募前説明会、参加者ミーティング
に出席できること▼応募多数の場合

は抽選出展費無料（交通費・楽器運
搬費などは自己負担）j詳細は同セ
ンターで配布する募集要項または同
センターnをご覧くださいk ２ 月１６
日㈰までに（必着）、郵送（申込書に
必要事項を記入の上、〒２０３−００５４、
中央町 ２− ６−２３、生涯学習センタ
ー宛て）、o（０４２・４７３・７６７５）また
は直接同センターへl同センター☎
０４２・４７３・７８１１（第 ４ 月曜日を除く
午前 ９時～午後 ９時）

ス ポ ー ツ

ニュースポーツデー（スポーツ推
進委員運営）

　障がいのある方もない方もだれで
も気軽に楽しめるニュースポーツが
盛りだくさん。はじめての方もおひ
とりの方もスタッフがお相手します。
a １ 月１１日㈯午前１０時～午後 ４ 時
（入退場自由。都合のよい時間にど
うぞ）bスポーツセンター第 １ 体育
室cつなひき練習会、ボッチャ、モ
ルック、ミニテニス、ラージボール
卓球、ソフトバレーボール、スカッ
トボール、ネオテニス、輪投げ、リ
ングキャッチ他g１００円（未就学児無
料）h室内履き（運動
靴）j １ 人でも参加
可。運動ができる服
装でk当日会場でl
生涯学習課☎０４２・
４７０・７７８４

（１０面から続く）

子育て世代向け講演会 
～絵本作家が語る「子どもに絵本
を読むということ」～

　自身の子育てエピソードやこれま
で創作した絵本のこと、乳幼児の頃
から本に親しむことの重要性につい
て講師がお話しします。
a １ 月２５日㈯午後 ２時～ ３時半b南
部地域センター ２階講習室e１８歳以
上f先着３０人d浜田桂子氏（絵本作
家）i車での来場不可k １ 月１１日㈯
～２３日㈭に電話またはひばりが丘図
書館へ（休館日を除く）l同館☎０４２
・４６３・３９９６

初心者向け図書館nの使い方講座
～スマホで予約をしてみよう～

　リニューアルした図書館nを使い、
実際に図書館資料の検索や予約を行
います。

a ２ 月 ９ 日㈰午後 ２時～ ４時b滝山
図書館多目的室e１６歳以上f先着１０
人h図書館利用カード（持っている
方）、お手持ちのスマートフォンi
車での来場不可k １ 月１１日㈯～ ２月
８日㈯に電話または直接滝山図書館
で（休館日を除く）l同館☎０４２・４７１
・７２１６

文 　 化

第 ６ 回活き活き「手作り教室」 
＜滑り止め付きフットカバー＞

　 ６回目の今回は毛糸でフットカバ
ーを手作りします。お友達もお誘い
合わせの上ご参加ください。
a ２ 月２２日㈯午後 １時～ ５時bさい
わい福祉センター １階ホールf先着
５０人程度g参加費５００円h飲み物・
上履き・かぎ針の ８号・とじ針j主
催は、活き活き健康の会k ２ 月１４日
㈮までに（必着）、往復はがきに住所

市n

第３７回 多摩郷土誌フェア
　多摩地域の市町が発行している郷土史や文化財・自
然関係の出版物が一堂に集まる「多摩郷土誌フェア」が
開催されます。今年は22市 1 町が刊行図書等の展示・
有料頒布を行います。ぜひお出かけください。
a １ 月１８日㈯午前１０時～午後 ５時、１９日㈰午前１０時～
午後 ３ 時b立川市柴崎学習館地下ホール（立川市柴崎
町 ２−１５− ８ 、多摩モノレール立川南駅より徒歩 8分）
i▼今年度は会場が変更になっておりますのでご注意
ください▼駐車場はありません。ご来場の際は公共交
通機関か、近くの有料駐車場をご利用くださいj主催
は東京都市社会教育課長会文化財部会l郷土資料室☎
０４２・４７２・００５１ 昨年の様子（東久留米市ブース付近）

昨年の展示の様子 群馬県n

展覧会ポスター

　関東東海地域 １都１１県と花き関係 ６団体が主催す
る「国内最大級の花の展覧会」が今年も開催されます。
花の展示や品評会、即売会、フラワーデザインコン
テストやフラワーアレンジメント教室などが開催さ
れます。品評会では各県から切花、花苗、鉢物など
約１，８００点が出品され、その品質と商品性を競い合
います。
　東久留米市の花き生産者は、この品評会で最高金
賞の農林水産大臣賞をはじめ、金賞を多数受賞され
るなど、生産技術を高く評価されており、今年も出
品予定です。
　各県特産の色とりどりの綺麗なお花や観葉植物が
大集結する会場にぜひ足をお運びください。詳細は
展覧会主催の群馬県のnをご確認ください。
l東久留米市産業政策課農政係☎０４２・４７０・７７４３

一般公開期間 １ 月３１日㈮午後 １時～ ６時
　　　　　　 ２月 １日㈯午前１０時～ ６時
　　　　　　（いずれも最終入場 ５時半）
即売会 ２ 月 ２ 日㈰午後 １時～ ４時
　　　�（当日午前 ９ 時から配布する整理券

が必要）
会場�サンシャインシティ文化会館 ２階展示
ホールD（豊島区東池袋 ３− １− ４）

入場料無料

第73回第73回 関東東海花の展覧会関東東海花の展覧会
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放課後講座「節分飾りをつくろう」

　生涯学習センターでは月 １回、小
・中学生を対象に放課後講座を開講
しています。
a １ 月２２日㈬午後 ４時～ ５時b生涯
学習センター創作室c １ 月は節分飾
りをつくりますe小・中学生f先着
１２人d同センタースタッフg無料h
筆記用具k １ 月１１日㈯午前 ９時から
電話または同センターでl同センタ
ー☎０４２・４７３・７８１１（第 ４ 月曜日を

除く午前 ９時～午後 ９時）

図 書 館

１ 月の休館日

　金曜日は全館休館です。中央図書
館は２１日㈫も休館です。
l中央図書館☎０４２・４７５・４６４６

� （ ９面へ続く）

■六小なかよし広場
a １ 月２１日㈫午前１０時～１１時半b第
六小学校プレイルームcお子さんと
遊びながら育児の情報交換e乳幼児
と保護者hスリッパi徒歩か自転車
で来場をk当日会場で
■ちびっこ育児　おしゃべり広場
a ２ 月 ４ 日㈫午前１０時～１１時半c １
・ ２ 歳児の遊び・生活・しつけなど
子育ての悩みをテーマに話し合い。
一人で悩まず、一緒に考えましょう
e １ ～ ２ 歳児の保護者f ８ 人jお子
さんの保育あり（要予約）k １ 月２１日
㈫午前１０時から電話または同ひろば
上の原で
■上の原赤ちゃん広場
ae ２ 月 ７ 日㈮
が「ねんねの会」
０〜 ６カ月児と
保護者、２１日㈮
が「はいはいの
会」７ 〜１２カ月
児と保護者、い
ずれも午前１０時〜１１時半c親子の触
れ合い遊び、ねんねの会は助産師、
はいはいの会は栄養士による相談、
体重測定他f各１０組hバスタオル、
母子健康手帳jきょうだいの保育あ
り（各回先着 ３人）k １ 月３１日㈮午前
１０時から電話または同ひろば上の原
で

児童の居場所づくり事業

　市では、公共施設などを活用して
地域のこども達に健全な遊びを提供
する「児童の居場所づくり事業」を実
施しています。
■小山台遺跡公園（屋外）
a １ 月１８日㈯午前１０時～正午c巨大
すごろくで遊ぼうe乳幼児～小学生
■本村小学校（屋内）
a １ 月２１日㈫午後 ４時～ ５時半b体
育館c楽しい運動遊び～風船ゲーム
遊び～e小学生
《共通事項》
g無料hタオル、飲み物。屋内は上
履き、屋外は帽子i徒歩か自転車で
来場を▼食べ物は原則持ち込み禁止
▼乳幼児は保護者同伴▼動きやすい
服装で参加を▼内容を変更する場合
ありjプログラムの他にも、年齢に
合わせた簡単にできる工作や遊びを
用意していますk当日会場でl児童
青少年課児童青少年係☎０４２・４７０・
７７３５

市民大学短期コース
受講生募集

表　令和６年度市民大学短期コース　（後期）　講座一覧

No. 講師名
（敬称略） 講座名 定員

（人） 日程 時間※ 講座概要など

１ 岩崎　沙織 アヲから青へ　～色彩語と色彩感覚の変化～ ３６ ２月４日㈫ 午前 古代色彩語「アヲ」を明らかにし、現代の「青」
と比較します。

２ 笹本　一比古 詩吟 １０ ２月４日・１８日、３月４日
（いずれも火曜日） 午後 初めての方歓迎します。

３ 早瀬　裕子 魔法のぬり絵講座 １５ ２月７日・１４日・２１日
（いずれも金曜日） 午前 １回ずつ集中してぬり絵を完成させる講座で

す（教材費５００円）。

４ 比田井　芳武 「論語」を通して生きる意味、在り方を問う ３６ ２月７日・２８日、３月１４日
（いずれも金曜日） 午後

現代の混迷期における「人生１００年時代」の意
味、在り方を考えていきましょう（教材費
１,３２０円）。

５ 長谷川　正次 どうなる年金！（令和６年財政検証を解説） ２０ ２月１２日㈬ 午前 ５年に１度行われる年金に関する財政検証を
わかりやすく説明します。

６ 水野　雄人 学校の現状とこれからの教育の在り方～定時
制高校の生徒の実態から～ １５ ２月１３日・２７日・３月１３日

（いずれも木曜日） 午後 現役教師と受講生が、これからの教育の在り
方について考えます。

７ 近藤　幸德 『歴史講座』～三大遣欧使節団～ ３６ ２月１４日・２１日、３月２１日
（いずれも金曜日） 午後 ヨーロッパへの窓を開く先駆けとなった歴史

に触れます。

８ 長田　浩一 戦後８０年　改めて原爆投下を考える ３６ ２月２０日㈭ 午後 「虎に翼」の三淵嘉子が国際法違反と断じた核
攻撃はなぜ行われたのか。

９ 斉田　ルカ 心をシェアする大人向け絵本講座with公認
心理師 １０ ３月４日㈫ 午前 絵本を通じて心を通わせ、癒しと学びを得る

初学者向けの講座です。

１０ 渡部　眞介 やさしい水彩画初級講座 １８ ３月６日・１３日・２７日
（いずれも木曜日） 午後 水彩画を上手く書いてみたい、でも恥ずかし

いそんな初心者の講座です（教材費３００円）。

１１ 川崎　幸治 パソコン・インターネットで投資を始める金
融講座 １０ ３月１１日・１８日・２５日

（いずれも火曜日） 午後 自宅のパソコンから簡単にできる投資の基本
的なお話をします。

１２ 松嶋　幹夫 御所ことばと尼門跡寺（３） １０ ３月１２日㈬ 午後 京都の尼門跡寺の生活・御所ことばの聞書資
料を詠み解きます。

※午前＝午前１０時～正午、午後＝午後１時～３時

　さまざまな分野での豊かな経験を持つ市民講師が講座を開講します。市民同士の学び合い
の場に参加しませんか。
c講義・体験学習e市内在住・在勤・在学の方fd下表参照g▼ １回コース＝１００円▼ ３回
コース＝３００円　※一部の講座で教材費あり（下表参照）h市文化協会nでご確認くださいi
１０人以上の応募がない場合は開講しません（全講座共通）k １ 月１７日㈮までに（必着）、通常は
がきに、講座名（複数可）・郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・年代・性別・電話番号を記入
の上、〒２０３−００５４、中央町 ２− ６−２３、生涯学習センター内、東久留米市文化協会事務局「市
民大学短期コース申し込み」係宛て郵送または同協会nから申し込みをl同協会事務局☎０４２
・４７７・４７００

市文化協会n

a ２ 月 ４ 日㈫～ ３月２７日㈭
b生涯学習センター

「初春、和のひびき～春の海からケ・セラ・セラ～」
a １ 月１８日㈯午後 ２時～ ３時（ １時半開場）b市役所 １階屋内ひろば
c▼主な演奏曲＝独奏春の海／ケセラセラ／星砂のファンタジア／
津軽じょんがら節他f先着１００人d野澤佐保子氏（箏）・大澤陽介氏
（箏、十七絃）・染谷美里氏（三味線）k当日会場でl同プラザ☎０４２
・４７０・７８１３

市民プラザ市民プラザ
アフタヌーンコンサートアフタヌーンコンサート

野澤佐保子氏 大澤陽介氏 染谷美里氏
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■バックギャモンの日
a １ 月１８日㈯午後 ２時からc大昔に
生まれたボードゲームを講師の先生
に教わりながら楽しもう！！e小学
生以上d日本バックギャモン協会k
当日会場で
■スポーツで元気
ae １ 月２４日㈮午前１０時半～１１時が
首が据わったお子さん～ハイハイま
でのお子さん、午前１１時１５分～１１時
４５分が歩き始めているお子さん、午
後 ２時半～ ３時が幼稚園・保育園に
通っている年少年代から、午後 ３時
１０分～ ３時４０分、 ３時５０分～ ４時２０
分が小学生以上c「リーフスポーツ」
の体操の先生による簡単な運動遊び
h飲み物、小学生以上は室内履きj
動きやすい服装でk当日会場で

けやき児童館 
大門町２-10-５　☎042・474・6653

外観

■おはなしの日
a １ 月１４日㈫・２１日㈫いずれも午前
１１時～１１時２５分c絵本の読み聞かせ
や手遊びなどe乳幼児と保護者dみ
くりおはなしの会k当日会場で
■赤ちゃん広場
a １ 月１５日㈬午前１０時半～１１時半c
親子のコミュニケーションワークe
０ 歳児と保護者d炭田契恵子氏k当
日会場で
■幼児のつどい
ac １ 月１６日㈭が「お正月あそび」、
２３日㈭が「集団あそび」、３０日㈭が「 １
月生まれのお誕生日会と豆まき」い
ずれも午前１０時半からe １ ～ ４ 歳児
と保護者k当日会場で
■ベビーマッサージ
a １ 月２２日㈬午前１０時半～１１時半e
０ 歳児と保護者f１５組d渡辺直子氏
hバスタオル、オムツ、飲み物（母
乳可）j動きやすい服装でk １ 月１５
日㈬午前 ９時から電話または来館で
■みんなでレッツダンス！
a １ 月２９日㈬午後 ３時半からcテー
マパークの元ダンサーがけやき児童
館でみんなにダンスを教えてくれま
す！e小学生k当日会場で

子どもセンターひばり 
ひばりが丘団地８-11　☎042・464・9300

外観

■ぴよぴよママの会
a １ 月１５日㈬午前１０時～１１時半c体
重測定、育児相談e ０ 歳児と保護者
d助産師hバスタオル、母子健康手
帳k当日会場で
■おはなしの日
a １ 月１５日㈬午後 ３時４５分からc絵
本の読み聞かせや素話e小学生d水
曜おはなし会k当日会場で

■幼児のつどい
ac １ 月１６日㈭が「お店屋さんのサ
イフ作り」、２３日㈭が「お店屋さんご
っこ」、３０日㈭が「節分遊びと １月お
誕生日会」、いずれも午前１０時半～
１１時１０分e １ ～ ４ 歳児と保護者k当
日会場で
■赤ちゃんとお母さんの音のコミュ
ニケーションワーク
a ２ 月 ５ 日㈬午前１０時半～１１時半e
０ 歳児と保護者f ８ 組d炭田契恵子
氏k １ 月２９日㈬午前１０時から電話ま
たは来館で
■お口のケア
a ２ 月 ７ 日㈮午前１０時半～１１時半c
歯科衛生士によるお口のケアe歯が
生え始めた ０歳～ １歳 ２カ月程度ま
での乳児と保護者f ８ 組k １ 月３０日
㈭午前１０時から電話または来館で

市民つなひき大会 
参加メンバー募集

a ２ 月１６日㈰午前 ９ 時～午後 １ 時
（予定）bスポーツセンターc市内 ４
児童館で合同チームを作り、市民つ
なひき大会に参加しますe小学生f
市内 ４館で３６人h飲み物、室内履き、
長袖、長ズボンi参加者の準備会を
各館で行いますが、集合・解散時刻
は各館で異なります。各時刻につい
ては、各館にお問い合わせください
k １ 月１２日㈰午前１０時～３０日㈭午後
５時に申込用紙に保護者が記入の上、
直接各館へ

子 育 て
こども家庭センター（滝山ひろば） 
わくわく健康プラザ２階　☎042・420・6743

■十小なかよし広場
a １ 月１７日㈮午前１０時～１１時半b第
十小学校ランチルームcお子さんと
遊びながら育児の情報交換。育児相
談も受け付けますe乳幼児と保護者
i徒歩か自転車で来場をk当日会場
で
■わくわくおはなし広場
a １ 月２８日㈫午前１１時～１１時２０分b
同センター地域活動室c乳幼児向け
の絵本の読み聞かせ、ペープサート
・手遊びや親子の触れ合い遊びe ０
歳～未就学児と保護者f１０組k １ 月
１４日㈫午前１０時から電話または同ひ
ろばで
■手作り布おもちゃの会
a ２ 月 ４ 日㈫・１８日㈫いずれも午前
１０時〜１１時半b同センター地域活動
室cオリジナルの布おもちゃ作りe
０ 歳児と保護者f各 ６組h縫い針、
はさみ、バスタオルj材料は １セッ
ト無料で用意k １ 月２１日㈫午前１０時
から電話または同センターで

地域子育てひろば上の原 
上の原１-２-44　☎042・420・9011

■休館のお知らせ
　 １月２３日㈭は館内整備のため休館
します。
■おはなし広場
a １ 月２０日㈪午前１１時～１１時半cボ
ランティアによる読み聞かせや手遊
びなどe １ 歳以上の乳幼児と保護者
f１０組k １ 月１０日㈮午前１０時から電
話または同ひろば上の原で

イベント・講座イベント・講座
児 童 館

子どもセンターあおぞら 
前沢４-25-８　☎042・471・7071

外観

■幼児のつどい
ac １ 月１６日㈭が「冬のあそび（昔あ
そび）」、２３日㈭が「劇あそび」、３０日
㈭が「まめまきと １月お誕生日会」、
いずれも午前１０時半～１１時半e １ ～
４ 歳児と保護者k当日会場で
■スポーツで元気
ae １ 月２１日㈫午前１０時半～１１時が
首が据わったお子さん～ハイハイま
でのお子さん、午前１１時１５分～１１時
４５分が歩き始めているお子さん、午
後 ２時半～ ３時が幼稚園・保育園に
通っている年少年代からc「リーフ
スポーツ」の体操の先生による簡単
な運動遊びf各１５組h飲み物j動き
やすい服装でk １ 月１４日㈫午後 １時
半から電話または来館で
■ ０ちゃんタイム
ac １ 月２４日㈮が栄養士による離乳
食講座、 ２月 ７日㈮が助産師による
卒乳講座、いずれも午前１０時半～１１
時半e ０ 歳児と保護者f各１０組k １
月２４日分が １月１４日㈫、 ２月 ７日分
が １月２７日㈪、いずれも午前１０時か

ら電話または来館で
■つなひきの日
a １ 月２６日㈰午後 １時～ ２時半d市
スポーツ推進委員会e小学生以上k
当日会場で
■リトミック
ae １ 月２７日㈪午前１０時半～１１時が
首が据わったお子さん～ハイハイま
でのお子さん、午前１１時１５分～１１時
４５分が歩き始めているお子さんf各
回１５組d千葉理恵子氏h飲み物j動
きやすい服装でk １ 月２０日㈪午前１０
時から電話または来館で

中央児童館 
中央町１-1０-１1　☎042・476・2161

外観

■おはなし会
a １ 月１４日㈫・２１日㈫・２８日㈫いず
れも午後 ３時５０分からc絵本の読み
聞かせや素話などe小学生j協力は
おはなしくぬぎ、中央図書館k当日
会場で
■囲碁教室
a １ 月１５日㈬午後 ３時からc囲碁の
ルールを学び、楽しもう！！e小学
生d富村榮治郎氏k当日会場で
■幼児のつどい
ac １ 月１６日㈭が「お正月あそび」、
２３日㈭が「運動あそび」、３０日㈭が「豆
まきごっこと １ 月のお誕生日会」、
いずれも午前１０時半〜１１時半e １ ～
４ 歳児と保護者k当日会場で

　破傷風は、広く土の中にいる破
傷風菌が傷口から侵入・増殖して、
その菌の出す毒素により全身の痙
攣や呼吸困難を引き起こす、重篤
な感染症です。
　日本では、破傷風は年間１００例
程度の発生があると言われていま
す。この数は、１９６８年に定期接種
が行われるようになってから減少
しています。現在、破傷風を含め
た定期予防接種は、１１～１２歳まで
に繰り返し受けます。しかしなが
ら、予防接種を受けていても、次
第に抗体は低くなるので、注射を
受けたから予防は万全、とは言え
ません。
　また、傷の大きさによっても対
応は異なります。破傷風の暴露後
予防の指針では、‘清潔で小さな
傷・汚い傷（大きなけが）・ワクチ
ン接種歴が ３ 回未満か ３ 回以上
か’、により異なる対応が示され
ています。小さな傷であって、ワ
クチンを接種してからの時間も短
ければ、注射処置をしないことも
あります。逆にワクチン接種歴が
不明で、大けがをした時には、破
傷風人免疫グロブリンの注射を受

けることが望まれます。免疫グロ
ブリンには、「破傷風菌の毒素を速
やかに中和して、発症を予防し、
また破傷風を発症した場合でも、
症状を軽くする」という働きを期
待できます。傷を負った時には、
破傷風以外の菌への対策も必要で
す。小さな傷であれば、菌に対す
る薬（抗菌薬）の必要性は少ないと
言えます。しかし、けがの程度や、
その方が持っている病気（基礎疾
患）により、薬を使うこともあり
ます。その他にも、けがの場所（手
足は顔に比べて血流が少ないので、
感染しやすいなど）、傷の縫合の
時期（すぐに傷を塞ぐと、ふだん
は土の中にいて、空気が苦手な破
傷風菌が繁殖しやすくなる）にも
注意が必要です。けがをした時の
対処は、その方の予防注射歴・基
礎疾患・けがの程度により異なり
ます。健康管理の一つとして、破
傷風の予防注射について、かかり
つけ医に相談しておくのも、よい
かもしれません。
� （東久留米市医師会）

いきいき健康家族いきいき健康家族
『破傷風について①』

No.No.218218いきいき健康家族
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広告欄　内容については広告主にお問い合わせください休日・準夜間診療 保険資格が確認できるものをご持参ください
（資格確認ができないと自費診療になります）

休日診療（日曜日と祝日の午前 ９時〜正午および午後 １時〜 ４時半）
※混雑状況により受付時間が変更になる場合があります。
内科・ 小児科
※薬の処方は最低限の日数です。受診時は必ず事前に電話でご連絡ください。
１ 月１２日＝福山内科クリニック（新川町 １− ９−２２、☎０４２・４７０・９１７７）
１ 月１３日・２６日＝休日医科診療所
� （滝山 ４− ３−１４〈わくわく健康プラザ内〉、☎０４２・４７３・３６６３）
１ 月１９日＝石橋クリニック（東本町 ８− ９、☎０４２・４７７・５５６６）
歯科
１ 月１２日・１３日・１９日・２６日＝休日歯科診療所
� （滝山 ４− ３−１４〈わくわく健康プラザ内〉、☎０４２・４７４・５１５２）
休日準夜間診療医療機関（診療科目・時間などは当日事前にご確認ください）
１ 月１２日・１９日＝滝山病院（滝山 ４− １−１８、☎０４２・４７３・３３１１）
１ 月１３日・２６日＝前田病院（中央町 ５−１３−３４、☎０４２・４７３・２１３３）
平日準夜間小児初期救急診療
月曜・水曜・木曜・金曜日（午後 ７時半〜１０時半、受付は１０時２０分まで）
　＝佐々総合病院（西東京市田無町 ４−２４−１５、☎０４２・４６１・１５３５）
月曜〜金曜日（午後 ７時半〜１０時半）
　＝多摩北部医療センター（東村山市青葉町 １− ７− １、☎０４２・３９６・３８１１）

ステムでl健康課保健サービス係☎
０４２・４７７・００２２

献血にご協力ください

　次の日程で献血を実施します。ぜ
ひ、ご協力をお願いします。
a １ 月２１日㈫午前１０時～１１時半、午
後 １ 時～ ４ 時b市民プラザホール
（市役所 １階）h本人確認できるもの
iやむを得ず日時や会場が変更にな
る場合があります（市nでお知らせ
します）l健康課予防係☎０４２・４７７
・００３０

子ども相談

a １ 月２２日㈬午前 ９時半～午後 ３時
bわくわく健康プラザ相談室 ２cお
子さんの成長や発達、ことば、話し
方、育児疲れなどの相談を心理相談
員がお受けしますe幼児と保護者
kl電話で健康課保健サービス係☎
０４２・４７７・００２２へ

公立昭和病院 
「第３９回市民公開講座」

a １ 月２６日㈰午後 ２ 時半～ ４ 時（ ２
時開場）bルネこだいら中ホール（小
平市美園町 １− ８− ５）c①「知って
ほしい！がん治療と栄養」～あなた
の食べるを支えます～②「腎不全医
療の現状」d①猪瀬佳代子氏（公立昭
和病院栄養科長）②向山佳宏氏（小平
北口クリニック副院長）k当日会場
でl公立昭和病院地域医療連携室☎
０４２・４６１・００５２（内線２１６８）

け ん こ うけ ん こ う

お子さんの麻しん風しん予防接種

　麻しん（はしか）・風しんは、人か
ら人へ感染しやすく、重症化する場
合もあり、予防接種を ２回すること
で予防効果が高まります。 ６年度の
対象者および個別通知の発送時期は
次のとおりです。
e▼第 １期＝令和 ５年 ４月 １日～ ６
年 ３月３１日生まれの方▼第 ２期＝平
成３０年 ４ 月 ２ 日～３１年 ４ 月 １ 日生ま
れの方j第 １期分は １歳の誕生月に
発送します。第 ２期分は ４月上旬に
発送済みです。対象者で通知が届か
ない場合は、健康課予防係までl同
係☎０４２・４７７・００３０

BCG予防接種

a １ 月１５日㈬bわくわく健康プラザ
e ６ 年 ８ 月生まれの乳児（生後 ６カ
月以上 １歳になる誕生日の前日まで
の未接種の乳児も可）h母子健康手
帳、予診票j日程の都合がつかない
方は、次回 ２月１９日㈬でも接種可k
当日会場でl健康課予防係☎０４２・
４７７・００３０

すくすく子育て相談

a １ 月１７日㈮午前 ９時半～午後 ２時
bわくわく健康プラザc育児の相談、
身体測定e乳幼児と保
護者k市nの申し込み
フォームおよび子育て
応援アプリ「くるめっ
こナビ」健康課予約シ

らくらく離乳食

　離乳の開始か
ら １歳ぐらいま
での離乳食の進
め方をお伝えし
ます。
a １ 月２９日㈬午後 １時～ ３時bわく
わく健康プラザc講話と実演の見学、
調理実習e生後 ５カ月～ １歳未満児
の保護者f先着１０人d管理栄養士h
申し込み時に確認してくださいj対
象児の保育ありk １ 月１０日㈮から市
nの申し込みフォームまたは子育て
応援アプリ「くるめっ
こナビ」健康課予約シ
ステムでl健康課保健
サービス係☎０４２・４７７
・００２２

ぱくぱく幼児食

　 ２～ ３歳児の幼
児食についてお伝
えします。
a ２ 月 ４ 日㈫午後
１時～ ２時４５分b
わくわく健康プラ
ザc幼児食の紹介、
試食、簡単な調理体験、親子遊びな
どe ２ ～ ３ 歳児と保護者f先着 ８組
d管理栄養士h申し込み時に確認し
てくださいk １ 月１５日㈬から市nの
申し込みフォームまたは子育て応援
アプリ「くるめっこナ
ビ」健康課予約システ
ムでl健康課保健サー
ビス係☎ ０４２・４７７・
００２２市n 市n

薬物乱用防止ポスター・標語
市選考入賞作品を市nで公開しています

　都では、都内の中学⽣に薬物乱⽤問
題について関⼼を持ってもらうため、
平成１１年度からポスター・標語の募集
を⾏っています。
　 ６年度は都全体でポスター・標語合
わせて４３,０００点を超える応募があり、
東久留米市では１,７６７点の応募があり
ました。市選考の入賞作品を市nで紹
介しています。多数の応
募をいただきありがとう
ございました。
l健康課予防係☎０４２・
４７７・００３０

ポスター部門最優秀賞作品
（増田明紗さん〈中央中学校３年〉作）

市n

市n

〈今月の月間・週間案内〉防災とボランティア週間（１５日～２１日）、110番の日（１０日）、成人の日（１３日）、防災とボランティアの日（１７日）
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◎ご意見箱設置場所
　市役所１階屋内ひろば、上の原・ひばりが丘
・滝山の各連絡所
◎エコーテレホン・エコーファクス
　☎・FAX042・472・1131（夜間・休日のみ）
◎ホームページ（https://www.city.higashik 
urume.lg.jp）のご意見箱（「東久留米市につい
て」「広報・広聴」「声をお聞かせください」から）

➡市政へのご要望・ご意見はこちらへ

東久留米市プロモーション動画

市公式X 市公式Facebook

市公式動画チャンネル 市LINE公式アカウント

けんこうとイベント・講座は８面まで続きます
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